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信を通ずる関係の発明―「通信」断章―











































                                                          

























































































































































































































檢索條件: 通信, 找到 30 段 
/新校本三國志/蜀書/卷三十八 蜀書八/許靖 ...  
/新校本三國志/吳書/卷四十九 吳書四/士燮 子徽 弟壹 ・ 壹子
匡 ...  
/新校本晉書/志/卷十三 志第三/天文下/月五星犯列舍經星變附
見 ...  
/新校本晉書/列傳/卷四十三 列傳第十三/王戎/衍弟澄 ...  
/新校本晉書/列傳/卷七十四 列傳第四十四/桓彝/謙弟脩 ...  
/新校本宋書/志/卷二十四 志第十四/天文二 ...   
/新校本梁書/列傳/卷七 列傳第一 /皇后/高祖丁貴嬪 ...  
/新校本梁書/列傳/卷四十六 列傳第四十/徐文盛 ...  
/新校本陳書/列傳/卷三十五 列傳第二十九/留異 ...  
/新校本周書/列傳/卷四十一 列傳第三十三 ...  
/新校本南史/列傳/卷十二 列傳第二/后妃下/武丁貴嬪 ...  
/新校本南史/列傳/卷六十四 列傳第五十四/徐文盛 ...  
/新校本南史/列傳/卷八十 列傳第七十/賊臣/留異 ...  
/新校本舊五代史/唐書/卷六十七 唐書四十三/列傳十九/韋說 ...  
/新校本舊五代史/周書/卷一百一十二 周書三/太祖本紀三/廣順二
年 ...  
/新校本舊五代史/列傳/卷一百三十八 外國列傳二/吐蕃 ...  
/新校本新五代史/附錄/卷七十四 四夷附錄第三/吐蕃 ...  
/新校本宋史/本紀/卷二十七 本紀第二十七/高宗趙構四/紹興四
年 ...  
/新校本宋史/列傳/卷二百六十二 列傳第二十一/李濤/弟澣 ...  
/新校本宋史/列傳/卷三百三十六 列傳第九十五/司馬光 ...  
/新校本元史/本紀/卷一 本紀第一 太祖/壬戌年 ...  
/新校本清史稿/本紀/卷二十 本紀二十 文宗奕詝/咸豐五年 ...  
/新校本清史稿/志/卷一百四十二 志一百十七 刑法一/律例 ...  
/新校本清史稿/志/卷一百五十八 志一百三十三 邦交六/日本 ...  
/新校本清史稿/列傳/卷二百六十二 列傳四十九/魏裔介 ...  
/新校本清史稿/~/~/陳壽祺子喬樅 謝震 何治運 孫經世 柯蘅 ...  
/新校本清史稿/~/~/趙文哲王日杏 汪時 孫維龍 常紀 吳鉞等 ...  
/新校本清史稿/列傳/卷五百十九 列傳三百六 藩部二/烏珠穆沁 ...  
/新校本清史稿/列傳/卷五百二十六 列傳三百十三 屬國一/朝鮮 ...  

















法師曰 “佛戒有菩薩戒 其別有十 若等爲人臣子 恐不能堪 今有世俗五
戒 一曰事君以忠 二曰事親以孝 三曰交友以信 四曰臨戰無退 五曰殺

















































①定宗 1卷 元年 5月 16日（乙酉） 1399年 「通信官朴惇之回自日
本。 日本國大將軍遣使來獻方物, 發還被虜男女百餘人, 上御正殿引見, 
命立四品班次行禮。」 
②太宗 15卷 8年 3月 14日（癸亥） 1408年「癸亥/日本通信官朴和, 推
刷本國被擄人男女百餘以還。」 
③太宗 25卷 13年 6月 2日（己酉） 1413年「日本志佐殿, 使送客人, 
來獻土物。 政府啓: “志佐殿使送客人云: ‘國人被擄在我土者頗多, 遣人
則可得刷來。 ’ 臣等以爲, 通信官入送, 推刷似便。” 從之。」 
④太宗 25卷 13年 6月 16日（癸亥） 1413年「癸亥/以前萬戶朴礎, 爲
日本通信官。 司諫院左司諫大夫玄孟仁等上疏曰:」 
⑤太宗 26卷 13年 12月  1日（丙午） 1413年「遣通信官檢校工曹參
議朴賁于日本。 令慶尙道都觀察使, 給付虎豹皮十張、松子十石。」 
⑥太宗 32卷 16年 7月 3日（壬辰） 1416年「命議政府、六曹, 議送
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通信官於日本便否。 志佐殿使人請遣通信官, 上曰: “昔聞, 彼有送還本
土被擄人之語 , 備送唐艦二三艘 , 彼只送男女幷七人 , 我國墮其術中。 
今亦曰: ‘有被擄人。 ’ 仍求通信官, 未知所以。 宜語之曰: ‘爾送被擄人, 
則我當備糧修艦以送, 豈可未知多少, 妄遣通信船乎? 爾還而報以被擄
人多少, 然後當遣通信官。’” 仍令政府、六曹議得, 贊成朴信等皆曰: “上
敎是矣。”」 
⑦太宗 32卷 16年 7月 23日（壬子） 1416年「壬子/琉球國通信官前
















太宗 27卷 14年 2月 1日（乙巳）1414年「命停日本通信使朴賁之行。 
初以河崙建白, 命賁爲通信使, 齎國書禮物, 行至慶尙道。 至是, 政府
啓曰: “賁旣稱疾不行。 今議者曰: ‘其禮物令從事官齎去爲宜。 ’ 又有議
曰: ‘就付大護軍平道全, 可達日本王所。’ 然皆未便, 乞改命他人齎去。” 
成石璘曰: “日本賊船, 歲寇上國, 帝怒欲大擧雪恥, 本國使臣所曾聞也。 
宜請聲罪, 以敵所愾。 今縱未能, 豈宜遣使以相交乎? 況曩者梁需至其
境, 書契禮物皆爲所掠, 幾至於死, 其王曾不治罪, 其政可知。 雖不相






















































らく、通信の語が correspondence や communication の訳語の意としてしか用
いられなくなるまで、前近代と近代の用例が混在していたためと思われる。 
 しかしながら、通信を西洋語の訳語として受けとめ、信を通わすという原義
が忘却されていくことと、朝鮮通信使という歴史文化的な事象それ自体が忘却
されていくこととはおそらく同時並行的に起こったのだろう。なぜならば、朝
鮮通信使を鮮明に思い描きながら、通信の語を西洋語の訳語としての意のみで
使用することは不可能であるからだ。そして、逆に、『通信全覧』、『続通信全
覧』のような表記そのものが今日から見れば奇異な印象を与えるようになって
しまったのである。 
 
おわりに：通信の現代的可能性 
 
通信使、通信の語は各種電子文献検索サイトの活用により、中国の二十四史、
十三経にはあまり見られず、『朝鮮王朝実録』では三千箇所以上で用いられて
いることが分かる。したがって、「通信」の語は、朝鮮王朝初期、日本におけ
る室町時代に通信使という名称が国王使節に用いられるようになって後、日本
でも徐々に受け入れられ、江戸時代に一般的になっていったと推測される。こ
こから、朝鮮、琉球を「通信の国」、清とオランダを「通商の国」  と位置づ
けるような外交観も現れたのであろう。なお、近代語としての通信の用例がで
てくるのは、江戸末期から明治にかけてである。 
「通信」は、第一に、文字通り、信を通わす、つまり、まことを通わし言を
たがえないことを表した。この信の分析は難しいが、儒教的な意味が強く人間
と人間の関係を示している点に特徴がある。第二に、朝鮮国王と徳川将軍の関
係を示していた。第三に、通信の信には礼としての型の側面があった。第四に、
外交を意味する言葉にも転じていった。第五に、両国の良好な関係を示す言葉
としてある一定の広がりをもった。 
以上の意味理解は、現代の東アジアの共存を考える上でも示唆的である。す
なわち、「通信」が一方的なものでなく対等関係の上に成り立つものであるこ
と。人間どうしのまことの関係としての信の意味を想起させること。心と心の
関係に限定されず、外に現す型を求めるものであること、経済のみの関係とは
一線を画していること等の点が注目される。 
他方、中固との関係では「通信」をめぐる同等の史実が見出せないことが、
信を通ずる関係の発明 
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どのような性格をこの概念にもたらしているか、その局地性についても再考察
の対象としなければならないだろう。 
さて、筆者は、グローパル化する現代において宗教、文化の共存に不可欠な
人間の経験を、インターレリジアス・エクスピアリアンス（ inter-religious 
experience=IRE） と名づけている。このIREは、宗教の複数性に関わってい
る。宗教の複数性とは、①文字通り、自分をとりまく世界に複数の宗教が存在
していること、②しかしながら、宗教という概念そのものが、そもそも近代に
鋳琢された用語で、二元的・排他的パラダイムを人々と社会にもたらし宗教以
外とされた領域（世俗世界、無宗教etc.）との間に、そして宗教・宗派間に常
に過度の緊張を生じさせ、それでいて排他的領域確定が原理的に困難であるた
め、概念とパラダイムの揺らぎ（複数性）を人々に感ぜしめること、の二点を
いう。 
このIREの視角から、前近代東アジアに分け入っていくとき、宗教という近
代概念とそのパラダイムを相対化し、新たな方向性を求めるための概念の宝庫
が見出せる。「通信」もその一つである。近代語としての通信の呪縛から離れ、
例えば、「信を通わす関係」、「信を通わす経験」などと噛み砕いてとらえれ
ば、東アジアの交流を考えるうえで、重要な示唆を与えてくれるだろう。さら
には、この「通信」 の関係を、多くの儒学者や仏僧が支えていた事実にも、
新しい意義を見出すことができるだろう。 
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